
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 22 事業№ 46 65

事務事業名 教職員住宅維持管理事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 経常 開始 終了
H29作成課等名 学校教育課 H29係等名 学校施設係 H28担当課等名 学校教育課

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 22 義務教育の充実

目
的

対象（誰・何を）
教職員住宅
教職員住宅入居教職員

対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

市が管理する教職員住宅戸数 111

意図（どういう状態
にするか）

不具合の解消

　向上させたい上位施
策の成果指標

教職員の居住環境の向上

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

不具合を解消する教職員住宅戸数 45 27 30 37

定性
目標

事
業
概
要

○　教職員住宅111戸(平成28年４月１日現在）の維持管理及び改修
○　老朽化した教職員住宅の用途廃止及び解体

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　施設の小破修理修繕
　　漏水修理、雨漏り修理、畳修繕、その他小破修理修繕
２　施設の不具合の改修工事
　　便所･浴室改修、漏水･雨漏り改修、その他施設整備
３　空き教職員住宅の維持管理
　　草刈、樹木の剪定
４　老朽化教職員住宅処分

１　小破修理修繕実施件数
２　施設不具合改修工事件数
３　樹木管理・除草件数
４　解体棟数

１　31件
２　４件
３　９件
４　２棟

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 8,923 8,925 8,916 0 （そ）教職員住宅貸付料

国庫支出金

県支出金

起債

その他 8,923 8,925 8,916

一般財源

人件費計（千円）② 1,287 1,287 1,287 0

正規職員所要時間 360 360 360

臨時職員所要時間

総事業費①+② 10,210 10,212 10,203 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

凍結による破損工事、空き住宅の庭木や雑草管理を継続的に行う一方、老朽化施設について、平成26年度の２棟３戸、平成
27年度の２棟４戸に続き、平成28年度も２棟４戸を解体した。

改革改善
の考え方

①問題
点

老朽化した教職員住宅等の維持管理と用途廃止が、継続的課題である。

②改革
提案

老朽化等により利用の見込めない施設の用途廃止を進め、適切な維持管理に努める。


